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各　位

旭化成株式会社
旭エンジニアリング株式会社

旭化成グループのエンジニアリング部門の統合について

旭化成株式会社（本社 東京都千代田区　社長 蛭田 史郎　以下 旭化成）と旭エンジニアリング株式会社（本社 東京都港区　社長 甲賀 国男　以下 AEC）は、エンジニアリング事業の推進体制について事業特性にふさわしい運営体制 、経営の一層の充実を目的として、本年10月1日付で旭化成の生産技術統括センター（以下 生技ＴＣ）をAECに統合し、社名を旭化成エンジニアリング株式会社に変更することにしましたので、お知らせいたします。

エンジニアリング部門統合での技術、経験、資産を活用したシナジー効果で、今後も旭化成グループとの連携強化、エンジニアリング事業の戦略的展開の一層の徹底を図ってまいります。
1．背景

　旭化成は新中期経営計画「ISHIN－05」の下で昨年10月に事業会社・持株会社制へ移行し、グループを挙げてスピード経営と自主自立経営の徹底を進めております。その中にあって両エンジニアリング部門は、次の通り自立運営を達成しています。

( 生技ＴＣは持株会社である旭化成の組織ではあるが、事業会社向けのエンジニアリング業務を工数単価振替方式で提供し、持株会社内にあって独立会社と同様の自立型運営を行い、業務成果と費用がバランスできる運営が定着。

( AECは1972年の設立以来、主要業務の一つであった旭化成グループ向け保全業務を工場に移管し、1998年10月より旭化成、顧客を対象とした独立事業型に移行し、エンジニアリング会社としての自立経営を確立。

2．統合の目的と狙い

(1) エンジニアリング実施機能は、事業運営に必要な機能であり、生技ＴＣ・AEC各々で自立運営を達成している両部門を統合し、さらに強力な自主自立した事業会社へと育成することが「ISHIN－05」の狙いと一致する。

(2) エンジニアリング事業は人材が最大の資産であり、できるだけ大きく括ることにより人材運用、育成、技術向上面で優位性が確保でき、生産技術の維持・向上や技術人材の育成支援を通じてグループへの貢献度も高められる。

(3) 旭化成フィールドで培った開発・設計機能や現場を熟知したユーザー系エンジニアリングの視点を加味したシナジー効果で、外部工事受注事業の差別化促進による拡大と、グループ内外の業務量の変動に耐え得る体質構築が可能となる。

3．基本戦略

(1) 当面プラントエンジニアリング、メンテナンス、システム機器、情報・制御を主力事業としますが、旭化成グル－プの持つ多様なプロセスや生産技術、ノウハウを踏まえた付加価値の高いエンジニアリングの提供を武器に、EPC（一貫エンジニアリング･サービス）の拡大を進めます。またグループ技術のライセンス活動との連携による海外展開も進めてまいります。

＊ＥＰＣ：Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ(設計)、Ｐｒｏｃｕｒｅｍｅｎｔ(調達)、Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ(建設)

(2) 今後は、旭化成グループの戦略に沿ってエレクトロケミカルなどの高付加価値、高次加工分野を重点指向し、コンバーティング技術などのエンジニアリング機能強化を進めます。

(3) 旭化成グループ内の保全機能を受託し、グループの保全技術の維持・向上を支援するとともに、併せて拡大する社外ニーズへの対応を進め、顧客密着・継続型ビジネスを追及します。

4．計数計画

（単位：百万円）
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5．旭化成エンジニアリング概要

(1) 会社名：
旭化成エンジニアリング株式会社

(2) 資本金：
４億円　（旭化成100％）

(3) 代表者：
代表取締役社長　甲賀　国男（旭化成株式会社取締役兼常務執行役員）

(4) 従業員数：
430名（生技ＴＣ：185名、AEC：245名）

(5) 本社：
東京都港区港南4丁目1番8号（リバージュ品川ビル）

(6) 事業所：
延岡、水島、大阪、守山、富士、川崎

(7) 主な事業：
・化学、医薬、食品などのプラントエンジニアリング

・廃液焼却、生物処理、膜利用技術などの環境設備

・設備一括保全、各種設備診断、保全管理システムなどの保全事業

・シート・フィルム製造装置、樹脂加工装置などのシステム機器

・生産管理システム、設備制御・モニタリングなどの情報・制御事業

＜本件に関するお問い合わせ先＞
　旭エンジニアリング株式会社 
経営企画部 
　TEL 03-5462-4602

旭化成株式会社　　　　　　　　広報室
　　　　　TEL 03-3507-2060
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＊ 売上高は設計、検討費のみ


　 設備取扱高は約300億円
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						2003年度 ネンド				2006年度 ネンド

		売上高 ウリアゲダカ		グループ専属業務
（生技ＴＣ系） センゾクギョウムセイギケイ		3,070				3,000				*売上は設計、検討費のみ
 ウリアゲセッケイケントウヒ

				一般競争業務
（旭エンジニアリング系） イッパンキョウソウギョウムアサヒケイ		20,400				23,500

				合　　　　計 ゴウケイ		23,470				26,500

		経常利益 ケイジョウリエキ				550				1,000






